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全国駐車場整備状況調査は、国土交通省都市局街路交通施設課の調査データをもとに公益社

団法人立体駐車場工業会が印刷・発行している「自動車駐車場年報（平成24年度版）」の一部を

抜粋したものです。

◇ 調査対象 ◇

集計の対象となっている駐車場は、主として「都市計画駐車場」、「届出駐車場」、「附置義務

駐車施設」及び「路上駐車場」であり、それ以外の駐車施設（例えば、月極駐車場、住宅の

車庫、小規模の路外駐車場等）は含まれていない。

１．路外駐車場

道路の路面外に設置される自動車の駐車のための施設であって、一般公共の用に供される

ものをいう。

路外駐車場のうち、自動車の駐車の用に供する部分の面積が500㎡以上であるものの構造及

び設備は、建築基準法その他の法令がある場合にはそれらの法令の規定によるほか、駐車

場法施行令に定める技術的な基準によらなければならない。

・都市計画駐車場

都市計画上必要な位置に適正な規模で永続的に確保され、またその対象とする駐車需要が

広く一般公共の用に供すべき基幹的なものであり、都市計画に定められた路外駐車場をい

う。都市の計画的整備及び市街地再開発を進めてゆく上で、基幹的な都市施設としてその

役割は大いに期待されるものである。

平成24年3月末現在、約119千台分が整備されている。

・届出駐車場

都市計画区域内において、自動車の駐車の用に供する部分の面積が500㎡以上の路外駐車場

を設置し、その利用について駐車料金を徴収するものは、国土交通省令で定めるところに

より、路外駐車場の位置・規模その他の必要な事項を都道府県に届けなければならない。

このような駐車場を届出駐車場という。

平成24年3月末現在、約1,624千台分が整備されている。

・附置義務駐車施設

地方公共団体は、駐車場整備地区内等において、一定規模以上の延床面積をもつ建築物を

全国駐車場整備状況調査



新築・増築するものに対して、条例でその建築物又はその建築物の敷地内に自動車の駐車

のための施設を設けなければならない旨を定めることができる。

この条例に基づき整備される駐車施設を附置義務駐車施設という。

平成24年3月末現在、約2,690千台分が整備されている。

２．路上駐車場

駐車場整備地区内の道路の路面に一定の区画を限って設置される自動車のための施設であ

って、一般公共の用に供するものをいう。

路上駐車場の目的は、当該地区内にある路外駐車場によっては満たされない自動車の駐車

需要に応じるため、必要な路外駐車場の整備がなされるまでの間の暫定措置として、道路

の路面を使用する形で設置されるものである。従って、当該地区において都市計画におい

て定められた路外駐車場が整備されるに応じて、逐次路上駐車場は廃止するものである。

平成24年3月末現在、約785台分が整備されている。
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都 市 計 画 駐 車 場

届 出 駐 車 場

附 置 義 務 駐 車 場

路 上 駐 車 場

計

自 動 車 保 有 台 数

自動車１万台当たりの駐車台数

A ／ B

0 . 9 8

1 . 0 1

1 . 0 2

0 . 7 6

1 . 0 2

1 . 0 1

1 . 0 1

平成22年度末

（B）

121,651 台

1,604,463 台

2,634,973 台

1,032 台

4,362,119 台

75,149,969 台

580.5 台

平成23年度末

（A）

119,317 台

1,623,951 台

2,689,925 台

785 台

4,433,978 台

75,906,883 台

584.1 台

駐車場整備状況（全国）

（月極駐車場、住宅の車庫、小規模路外駐車場（500㎡）等を除く）

※グラフ等は当協会ホームページに掲載いたします。
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